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スリット付き血液浄化用カテーテルの脱血性能評価

武蔵野赤十字病院

所属　臨床工学技術課　　　　　　氏名　清水勇人

　臨床研究倫理審査委員会承認後　～　2024年7月

これまでの透析用カテーテルではサイドホール、エンドホール、立体流
線の形状以外のルーメン形状はなかったがニプロ社のダブルルーメンカ
テーテル(UKバイディスⓇ、2024年春発売予定)ではスリットのルーメン
形状を採用しており、当院で先行導入する。このカテーテルの性能評価
はニプロ社内のin vitroのみであり臨床での性能評価の報告はない。ス
リッドは血管壁の吸着防止による高脱血性能を持つとされており、脱血
性能を評価する。

2024年2月から2024年6月で電子カルテサブシステム(FN-Web)の透析記録
から臨床使用したスリット付き血液浄化用カテーテルの脱血性能を定性
的(4つの脱血レベル評価)、定量的(最大有効血流量)に評価する。評価
の際には右内頚のZONE Aに挿入した同種のカテーテルのみのデータを用
いて評価を行う。


